
VOL. 1   腹腔鏡下胃切除術を受ける 患者事例               37分

■ 原案 ：土屋 裕美 名古屋女子大学 健康科学部 看護学科 講師
■ 学術監修：松原 俊樹 松原クリニック院長

モデル（今井 和彦さん 52歳）は、早期の胃がんと診断さ
れて、腹腔鏡下幽門側胃切除術を受ける患者さんです。安
全な手術や術後の順調な回復のために、禁煙指導、ダンピ
ング症候群の予防、全身麻酔によるリスク、気腹を含む手

術の流れ、疼痛管理、術後合併症の予防、食事指導や栄養指導、退院指導などの場面を
通して、周術期における看護師の関わりや必要な援助を紹介します 。
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目で見る周術期看護

 VOL. 1    周 術 期 看 護 の 基 礎 知 識 	 28 分  
■ 手術療法と手術侵襲（手術とは、麻酔とは、侵襲の大き
さ）■ 手術侵襲と生体反応（神経内分泌反応、Moore の分
類、サイトカインによる反応、全身炎症性反応症候群） ■ 周
術期看護の役割（周術期管理チーム、術前看護、術中看護、
術後看護の役割）など

申し込みはコチラ！
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まずは、"内容確認・検討 "として
試写サービス（無料）をご利用ください！

■ 看護教育シリーズ
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周術期看護は、患者さんが手術侵襲からの早期回復を支援するために、外来・手術室・病棟看
護師が連携して、切れ目のない看護を提供する必要があります。本シリーズは、患者さんが手
術決定から退院する周術期の一連がイメージでき、術前、術中、術後、それぞれに必要な看護
師の支援やケアのポイントを映像やCGで分かりやすく解説しています。周術期の流れを理解
したい、看護の根拠を深めたい方に必見です！実習前の事前学習などに是非ご活用ください。

■ 原案監修：粕谷 恵美子 中部学院大学 看護リハビリテーション学部 看護学科 教授

■ 学術監修：藤田 真司 豊田地域医療センター 副院長
　　　　　  今津 浩喜 いまず外科 院長

Vol.1 では、周術期の基礎。Vol.2 ～ Vol.4 では、直腸がんを患い、全身麻酔で腹会陰式直Vol.1 では、周術期の基礎。Vol.2 ～ Vol.4 では、直腸がんを患い、全身麻酔で腹会陰式直
腸切断術と人工肛門造設術を受ける患者さんをモデルに周術期看護の実際を見ていきます。腸切断術と人工肛門造設術を受ける患者さんをモデルに周術期看護の実際を見ていきます。

 VOL. 2    術 前 看 護 	 32 分 
■ 意思決定支援の看護（インフォームドコンセント、術前
の不安）■ 外来での手術前オリエンテーション（術前アセス
メント、禁煙指導、呼吸法の指導）■ 入院から手術室入室ま
での看護（病棟オリエンテーション、術前訪問、ストーマサ
イトマーキング、食事・飲水制限、消化管処置、臍処置、弾
性ストッキングの着用、手術室看護師への申し送り）など

 VOL. 3    術 中 看 護 	 25 分 
■ 手術前の準備（手術室の環境、薬剤と物品の準備、手術器
械の準備、器械カウント）■ 麻酔導入時の補助と体位の調節

（本人確認、モニター類の装着、硬膜外麻酔、静脈麻酔での
全身麻酔、気管挿管の補助、砕石位の注意点）■ 手術中の
看護（タイムアウト、器械出し操作、水分出納管理、出血量
の計算、検体の受け渡し）■ 手術終了後の看護（麻酔覚醒、
シバリング、リカバリー室での看護）など

 VOL. 4    術 後 看 護 	 35 分 
■ 病室帰室後の看護（意識レベルの観察、呼吸状態の観察、循
環状態の観察、創部の観察、ドレーンの観察、尿の観察、輸液
管理、術後疼痛への対応、PONVへの対応）■ 早期離床と術後
合併症予防の看護（早期離床の目的、離床方法、経鼻胃管から
の排液の観察、ストーマケア、精神的苦痛への看護、膀胱留置
カテーテル抜去後の看護、創部の看護）■ 退院支援（セルフケ
ア能力のアセスメント、社会保障、ソーシャルサポート）など

目で見る周術期看護
サンプルムービー
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株式会社 医学映像教育センター  https://www.igakueizou.co.jp 

IME.24.04_B2

周術期看護のための
アセスメント事例集

周術期看護のアセスメント演習のための事例紹介動画です。入院期間が短
くなる中、患者さんの術後回復能力の強化を図るため、 術前・術中・術後の 
看護師の関わりがより一層重要になっています。この動画では、 モデルを通
して、 手術に至るまでの経過、 術前から術後における身体機能の変化や成人
期の精神心理面などに焦点を当て、周術期における看護師の役割や援助を
見ていきます。臨地実習前のイメージづくり、グループディスカッションなど
でぜひご活用ください！

VOL. 2   内視鏡下椎間板ヘルニア摘出術を受ける 患者事例   36分

■ 原案：倉田 亮子 名古屋女子大学 健康科学部 看護学科 講師
■ 学術監修：荻久保 修 モテット鶴舞クリニック院長

モデル（米田 亮さん 46歳 )は、 腰椎椎間板ヘルニアを発症
し、内視鏡下でヘルニア摘出術を受ける患者さんです。安全
な手術や術後の順調な回復のために、身体状況のアセスメン
ト、脊髄腔造影検査、 術中の体位変換、軟性コルセットの装

着、 離床支援、ベッド上での筋力増強訓練、退院指導などの場面を通して、 周術期におけ
る看護師の関わりや必要な援助を紹介します。

● 全4 巻	
■ 各 巻 価 格	 ￥28,000	 (税込 ￥30,800）
■ セット価格	 ￥112,000	(税込 ￥123,200）

　　　　　　　      ● 全2巻	
■ 各 巻 価 格	 ￥28,000	(税込 ￥30,800）
■ セット価格	 ￥56,000	(税込 ￥61,600）

■ 監 修： 粕谷 恵美子 名古屋女子大学 健康科学部 看護学科 教授
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